
1992 
No.282 

特集/ジャパンエキスポコ一、ι “第l回ジャパン
富山'92"7月10



平
成
四
年
春
の
叙
勲
に
お
い
て
、
勲
二
等

瑞
宝
章
を
受
章
し
ま
し
た
。
私
の
ラ
イ
フ
ワ

ー
ク
で
あ
る
「
富
山
売
薬
業
の
研
究
」
が
認

め
ら
れ
た
も
の
と
光
栄
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

富
山
売
薬
業
は
、
全
国
各
地
に
三
0
0
年

間
も
薬
の
行
商
を
続
け
て
、
庶
民
に
広
く
親

し
ま
れ
、
ま
た
郷
土
の
発
展
に
重
要
な
役
割

を
果
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
商
業
の
理
想

を
内
包
す
る
も
の
で
し
た
。

こ
の
研
究
に
、
私
が
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し

て
半
世
紀
余
り
も
従
事
し
た
の
は
、
一
つ
に

は
私
の
昔
の
家
業
で
あ
り
、
ま
ず
京
大
生
の

時
卒
論
に
と
り
あ
げ
た
の
が
き
っ
か
け
で
し

た
。
第
二
に
思
師
の
宮
本
又
次
阪
大
教
授
は

大
阪
商
人
の
偉
大
な
研
究
者
(
文
化
功
労
者
)

で
あ
り
親
し
く
指
導
が
受
け
ら
れ
た
こ
と
。

そ
し
て
第
三
に
は
昭
和
二
十
三
年
富
大
の
創

設
に
際
し
て
文
部
省
の
大
学
設
置
審
議
会
長

上
原
専
緑
一
橋
大
学
長
が
来
富
の
折
、
「
富
山

の
売
薬
業
に
は
学
問
的
に
興
味
あ
る
問
題
が

多
い
。
先
年
自
分
は
高
岡
高
商
教
授
に
着
任

し
て
手
が
け
た
が
、
母
校
に
帰
り
出
来
な
く

な
っ
た
」
と
私
を
激
励
さ
れ
た
こ
と
で
し
た
。

研
究
方
法
論
は
、
米
国
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学

グ
ラ

l
ス
の
提
唱
し
た
経
営
史
を
第
一
に
導

入
し
(
富
山
大
学
は
わ
が
国
の
大
学
で
経
営

史
を
最
初
に
設
け
、
私
が
担
当
、
今
日
の
隆

盛
な
研
究
の
先
駆
を
な
し
ま
し
た
。
)
、
ま
た
こ

れ
を
形
成
し
た
地
域
社
会
の
研
究
に
早
速
米

国
エ
ン
ブ
リ

l
の
社
会
人
類
学
を
採
用
し
ま

し
た
。
こ
の
新
た
な
方
法
論
に
よ
る
研
究
で
、

阪
大
か
ら
昭
和
三
十
六
年
旧
制
の
経
済
学
博

士
の
学
位
を
え
ま
し
た
。

わ
が
国
近
世
の
代
表
的
商
人
と
し
て
京
都
・

大
阪

・
江
戸
や
近
江
商
人
、
富
山
売
薬
商
人

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
が
、
富
山
の
売
薬
商
人
の

研
究
の
み
は
こ
れ
ま
で
全
く
未
開
拓
で
し
た
。

そ
れ
で
基
本
か
ら
始
め
、
県
の
助
成
等
の
下

に
県
内
や
全
国
か
ら
一
万
点
余
の
史
料
を
集

め
、
こ
の
う
ち
九
百
二
十
四
点
は
「
富
山
県

薬
業
史
料
集
成
」
上
下
二
巻
に
納
め
、
残
り

四
千
三
百
点
を
選
ん
で
三
十
冊
に
整
理
し
ま

し
たま

た
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー

ル
に
留
学
中
、
ニ
ュ

l
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
各
地

に
ヤ
ン
キ
ー
行
商
人
の
貴
重
な
生
の
史
料
を

探
索
し
、

二
千
点
を
え
て
「
ヤ
ン
キ
ー
行
商

人
史
料
集
成
」
二
十
七
冊
に
整
理
し
、
富
山

と
の
比
較
に
役
立
て
ま
し
た
。

売
薬
商
人
の
商
業
活
動
は
誠
に
巧
み
で
し

た
。
各
藩
は
財
政
困
難
で
国
産
奨
励
、
輸
入

禁
止
策
を
と
り
、
薬
の
売
買
も
差
留
さ
れ
ま

し
た
。
そ
こ
で
売
薬
商
人
は
旅
先
藩
内
に
名

ノカレセロナの空の下、頼で風切る。ボートで波切る。

富山売薬業の研究をめざして
富山大学名誉教授植村元覚

誉
領
事
役
を
設
け
て
情
報
を
富
山
に
伝
承
さ

せ
、
貿
易
再
開
に
当
ら
せ
ま
し
た
。
ま
た
旅

先
藩
の
利
益
を
考
え
て
薩
摩
に
蝦
夷
か
ら
昆

布
を
運
送
し
、
ま
た
国
産
と
薬
の
リ
ン
ク
制
、

貿
易
額
の
均
衝
や
拡
大
策
を
と
っ
て
成
功
し

ま
し
た
。

こ
の
商
人
像
は
、
顧
客
第
一
主
義
で
良
品

を
販
売
し
信
頼
を
旨
と
し
、
厳
し
い
環
境
に

も
巧
み
に
対
応
し
て
利
益
計
算
も
精
密
で
し

た
。
こ
れ
は
フ
ラ
ン
ス

・
ジ
ヤ

ツ
ク
サ
パ
リ

の
「
完
全
な
商
人
」
像
に
当
り
、
富
山
の
売

薬
商
人
は
商
業
の
理
想
を
実
行
し
た
と
結
論

づ
け
ら
れ
ま
す
。

肇、坂田昌弘両選手

ア
マ
チ

ュ
ア
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
で
っ

か
い
夢
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
。
イ
ン
テ
ッ
ク
漕
艇
部
の
阿

部
肇
、
坂
田
昌
弘
両
選
手
が、

今
月
か
ら
ス
ペ
イ
ン
・

バ
ル
セ
ロ
ナ
市
で
開
催
さ
れ
る
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
、
ボ
ー
ト
競
技
の
エ
イ
ト
の
選
手
と
し
て
出
場
し
ま
す
。
「厳
し

い
最
終
選
考
合
宿
を

経
て
五
輪
出
場
が
決
ま

っ
た
と
き
は
、
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
。
私
の
場
合
、
前
々
回

の
ロ
ス
五
輪、

そ
し
て
前
回
の
ソ
ウ
ル
五
輪
に
も
エ
イ
ト
の
選
手
と
し
て
出
場
し
た
ん
で
す
が
、

今
回
の
バ
ル
セ

ロ
ナ
で
は
参
加
国
が
十
五
、
六
カ
国
と
こ
れ
ま
で
で
最
大
規
模
に
な
り
そ
う
で

す
。
俄
然
、
力
が
入
り
ま
す
ね

γと
話
す
阿
部
選
手
は
、
学
生
時
代
か
ら

エ
イ
ト
な
ど
の
団
体

競
技
で
活
躍
し
園
内
外
を
問
わ
ず
、
多
く
の
優
勝
経
験
を
お
持
ち
で
す
。
特
に
昭
和
六
十

一
年

に
ソ
ウ
ル
で
開
催
さ
れ
た
第
十
回
ア
ジ
ア
競
技
大
会
で
は
、
日
本
人
と
し
て
初
の
海
外
で
の
優

勝
に
輝
や
い
て
い
ま
す
。

一
方
の
坂
田
選
手
は
、
前
回
の
ソ
ウ
ル
五
輪
で
は
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル

の
選
手
と
し
て
出
場
。
ま
た
、
平
成
二
年
に
北
京
で
開
催
さ
れ
た
第
十

一
回
ア
ジ
ア
競
技
大
会

で
は
、
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
で
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
な
ど
、
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
な
ど
の
個
人
競
技
で

は、

圏
内
漕
艇
界
の
第

一
人
者
と
し
て
活
躍
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
バ
ル
セ
ロ
ナ
を
め
ざ
し
て

エ

イ
ト
で
の
出
場
へ
と
目
標
を
変
え
る
と
き
に
は
、
い
ろ
い
ろ
苦
労
も
あ

っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

「
エ
イ
ト
は
ボ

l
ト
の
ス
ピ
ー
ド
が
速
い
で
す
し
、
当
然
ク
ル
ー
の
動
き
も
速
い
ん
で
す
。
身
体

の
動
き
は
シ
ン
グ
ル
と
全
く
変
わ
ら
な
い
ん
で
す
け
ど
、
八
人
の
動
き
を
ピ
ッ
タ
リ
合
わ
せ
な

き
ゃ
い
け
な
い
ん
で
、
そ
の
点
が
難
し
い
で
す
ね
U

二
人
で
ぺ
ア
を
組
ん
で
出
場
し
た
昨
年
の

石
川
国
体
の
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
で
は
見
事
優
勝
を
果
し
、

「阿
部
さ
ん
は
い
い
ラ
イ
バ
ル
。
海
外
で

の
優
勝
経
験
も
豊
富
で
す
し
ね
。
彼
に
見
習
う
と
こ
ろ
も
多
い
で
す
よ
U

と
坂
田
選
手
は
僚
友

阿
部
選
手
へ
厚
い
信
頼
を
寄
せ
て
い
ま
す
。
「ボ
ー
ト
は
大
好
き
で
す
。
口
で
は
う
ま
く
言
え
な

い
け
れ
ど
、
ボ
ー
ト
に
乗
っ
て
い
て
す
ご
く
気
持
ち
の
い
い
瞬
間
が
あ
る
ん
で
す
よ
。
将
来
競

技
の
世
界
か
ら
離
れ
て
も
、
趣
味
と
し
て
ボ

l
ト
は
続
け
て

い
き
た
い
で
す
ね
。
で
も
今
は
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
前
回
(
8
位
)

以
上
の
成
績
を
収
め
る
こ
と
が
目
標
で
す
U

と
決
意
を
語

る
阿
部
選
手
。
「
今
回
の
メ
ン
バ
ー
は
今
ま
で
で
最
高
の
ク

ル
ー
だ
と
思
い
ま
す
。
ヨ
ー
ロ

ッ
パ

の
選
手
で
は
、
四
十

歳
を
す
ぎ
て
メ
ダ
ル
を
と
っ
て
い
る
人
も
い
る
ん
で
す
。

負
け
ず
に
が
ん
ば
り
た
い
で
す
ね
。

二
千
メ
ー
ト
ル
を
五

分
四
十
秒
台
で
走
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
結
構
い
い

と
こ
ろ
ま
で
行
け
る
と
思
い
ま
す
U

と
意
気
軽
高
な
坂
田

選
手
。
遠
い
異
国
の
地
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
の
両
選
手
の
熱

い
戦
い
が
楽
し
み
で
す
。

阿部インテック漕艇部



県民一丸となって暴力追放を束京で、エキスポPR
第1回暴力追放富山県民大会開催

第

一
回
暴
力
追
放
県
民
大
会
が
五
月
十

一
日
、
県
内

一
円
か
ら

約
八
百
人
を
集
め
、
県
教
育
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
大
会
会
長
の
中
沖
知
事
が
「
暴
力
団
を
社
会
か
ら
排
除

す
る
た
め
、
県
民

一
丸
と
な
っ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
運
動
を
広
げ
、

暴
力
の
な
い
明
る
く
住
み
よ
い
富
山
県
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
U

と

あ
い
さ
つ
。

続
い
て
シ
ン
ボ
ル
マ

l
ク
、
標
語
の
入
選
者
が
表
彰
さ
れ
、
松

原
警
察
本
部
長
が
大
規
模
化
、
悪
質
化
す
る
最
近
の
暴
力
団
情
勢

に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
近
年
増
加
し
て
い
る
民
事
介
入
暴
力
へ
の
対
策
マ
ニ

ュ
ア
ル
と
し
て
も
話
題
と
な
っ
て
い
る
映
画

『ミ
ン
ボ
ー
の
女
』

を
劇
場
公
開
に
先
駆
け
て
上
映
。
ユ
ー
モ
ア
を
ち
り
ば
め
な
が
ら

も
力
強
い
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
に
参
加
者
は
暴
力
追
放
の
決
意
を
新

た
に
し
て
い
ま
し
た
。

2 

ワンターランドとやまパフォーラム

首
都
圏
の
企
業
や
経
済
人
に
対
し
て
、
七
月
十
日
に
閉
幕
す
る

「
エ
キ
ス
ポ
と
や
ま
博
」
を
中
心
と
し
た
富
山
の
魅
力
を
P
R
す
る

「
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
と
や
ま
パ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
五
月
十
四
日
、
東

京
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ

l
オ
!
タ
ニ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

企
業
関
係
者
、
観
光
旅
行
業
者
、
中
央
官
庁
職
員
ら
七
百
人
が

参
加
。
中
沖
知
事
が
「
富
山
県
は
ま
さ
に
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
、
エ

キ
ス
ポ
と
や
ま
博
も
こ
れ
か
ら
の
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
な
楽
し
い

も
の
に
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
U

と
あ
い
さ
つ
。

新
湊
市
出
身
の
落
語
家
、
立
川
志
の
輔
が
「
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
と

や
ま
ト
l
ク
」
と
題
し
て
、
ユ
ー
モ
ア
い

っ
ぱ
い
に
富
山
の
魅
力

を
紹
介
し
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
か
れ
、
エ
キ
ス
ポ
と
や
ま
博
を
は

じ
め
、
富
山
の
自
然
、
観
光
、
祭
り
を
紹
介
す
る
情
報
コ
ー
ナ
ー

や
富
山
か
ら
直
送
し
た
利
賀
の
そ
ば
や
魚
な
ど
を
そ
ろ
え
た
グ
ル

メ
コ
ー
ナ
ー
、
さ
ら
に
は
抽
選
会
も
あ
り
、
参
加
者
は
富
山
の
魅

力
に
ど

っ
ぷ
り
つ
か

っ
て
い
ま
し
た
。

3 



¥星z「ふるさと切手J

オレゴンの空に響3わたるおわら節開幕に向けて各地でPR

伝
統
文
化
や
郷
土
芸
能
を
は
じ
め
、
い
ろ
い
ろ
な
分
野
で
の
日

本
の
素
顔
を
海
外
の
人
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
欧
州
や
米
国
で

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
「
ジ
ャ
パ
ン
ウ
ィ
ー
ク
」
が
、
今
年
は
富
山

県
が
友
好
県
州
を
締
結
し
た
ア
メ
リ
カ

・
オ
レ
ゴ
ン
州
で
開
催
さ

れ
、
富
山
県
が
は
じ
め
て
参
加
し
ま
し
た
。
ジ
ャ
パ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期

間
中
グ
富
山
D
A
y
oは
、
五
月
二
十
八
日
午
前
十
時
(
日
本
時
間

二
十
九
日
午
前
二
時
)
か
ら
オ
レ
ゴ
ン
州
ポ
l
ト
ラ
ン
ド
市
の
ワ

ー
ル
ド
ト
レ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
で
閉
幕
。
開
会
式
で
中
沖
知
事
は
、

「富
山
県
と
オ
レ
ゴ
ン
州
は
、
美
し
い
自
然
と
近
代
産
業
が
発
達

し
て
い
る
と
い
う
共
通
点
が
多
い
。
今
後
、
さ
ら
な
る
友
好
親
善
に

努
め
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
特
設
ス
テ
ー
ジ
で

の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
な
り
、
現
地
を
訪
問
中
の
県
青
年
、
婦
人
の

翼
の
団
員
が
伏
木
帆
柱
起
こ
し
唄
や
お
わ
ら
節
、
こ
き
り
こ
節
な

ど
を
披
露
。

引
き
続
い
て
勇
壮
な
福
光
も
ち
つ
き
太
鼓
が
保
存
会

の
皆
さ
ん
に
よ

っ
て
披
露
さ
れ
る
と
、
コ
ミ
カ
ル
な
ア
ク
シ
ョ
ン

に
歓
声
が
上
が
り
、
熱
演
が
終
わ
る
と
割
れ
ん
ば
か
り
の
拍
手
が

沸
き
上
が
り
ま
し
た
。
午
後
に
は
高
岡
銅
器
を
は
じ
め
富
山
の
伝

統
工
芸
品
の
展
示
場
も
オ
ー
プ
ン
し
、
現
地
の
子
供
た
ち
に
は
、

越
中
売
薬
の
四
角
い
紙
風
船
が
人
気
を
集
め
て
い
ま
し
た
。
夕
方

に
な
る
と
「
富
山
N
I
G
H
T
」
と
銘
打
っ
て
、

北
陸
書
道
院
の
青

柳
志
郎
理
事
長

!♂

判明ぷ

訓
泌

に
よ
る
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
書
の

披
露
や
、
劇
団

文
芸
座
の
公
演

も
行
わ
れ、

会

場
は
終
日
に
ぎ

わ
っ
て
い
ま
し

た
。

アメリカ・ジャパンウィーク富山DAY.開催

4 

エ
キ
ス
ポ
と
や
ま
博
閉
幕
ま
で
あ
と
か
月
と
な

っ
た
六
月
十

日
、
県
内
四
か
所
で

エ
キ
ス
ポ
へ
の
来
場
を
呼
び
掛
け
る
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

富
山
、
高
岡
両
市
で
は
、
市
内
電
車
に
エ
キ
ス
ポ
を
P
R
す
る

花
電
車
が
運
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
富
山
市
内
で
は
、
ま
ず

富
山
駅
前
の
乗
り
場
で
、
幼
稚
園
児
に
よ
り
電
車
の
運
転
手
に
花

束
が
手
渡
さ
れ
た
後
、
富
山
地
鉄
の
緒
方
社
長
や
ミ
ス
エ
キ
ス
ポ

に
よ
り
テ
l
プ
カ
ッ
ト
。
ジ
ェ
ッ
ト
君
を
あ
し
ら

っ
た
色
鮮
や
か

な
花
電
車
二
台
が
動
き
だ
し
、
街
行
く
人
た
ち
の
目
を
引
い
て
い

ま
し
た
。
ま
た
J
R
小
杉
駅
前
で
は
、
こ
の
日
エ
キ
ス
ポ
を
記
念

し
て
発
売
さ
れ
た
ふ
る
さ
と
切
手
が
披
露
さ
れ
、
原
画
制
作
者
の

前
田
常
作
さ
ん
に
、
竹
下
北
陸
郵
政
局
郵
務
部
長
よ
り
初
版
刷
り

の
切
手
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
、
小
杉
町
の
コ
ー
ラ
ス

い

の

ち

う

た

グ
ル
ー
プ
が
テ
l
マ
ソ
ン
グ
「
生
命
の
詩
」
を
合
唱
し
、
続
い
て

福
光
も
ち
つ
き
太
鼓
が
に
ぎ
や
か
に
披
露
さ
れ
、
訪
れ
た
人
た
ち

の
聞
か
ら
歓
声
が
上
が

っ
て
い
ま
し
た
。

同
イ
ベ
ン
ト
は
魚
津
市
で
も
開
催
さ
れ
、
閉
幕
直
前
と
な

っ
た

エ
キ
ス
ポ
と
や
ま
博
を
大
い
に
P
R
し
て
い
ま
し
た
。

エキスポとやま博開幕1か月前イベント・開催

5 



ジャパンエキスポコーナー⑦

~þ : 

いよいよ開幕グ

エキスポとやま博
〔 第1回ジャパンエキスポ富山伽7月IDl日に開幕します。 】|

不思議がいっぱい、感動かいっぱい、見どころか

いっぱい/待望のエキスポとやま博か、 7月10日値目、
県民公闘太閤山ランドにおいて開幕します。

パビリオンが散在するというこれまでの博覧会とは違い、屋内展示

をまとめた広さ約二万平方メートルの大型パビリオンである r0ET
パビリオン」を中心に、光や虹、霧といった面白い演出をしてくれる、

高さ92mの r0ETタワー」、海底千数百メートルから標高三千メート

ルまでの富山の雄大な自然を二人乗りライドで楽しむ「とやまワンダ

ーランド」、そして子ども達が楽しく遊べる遊具がいっぱいの「星座の

回廊」など、エキスポとやま博は、遊び心いっぱい、夢いっぱいグで、

す。夜も夏休み期間中は夜9時までオープンしています。美しい星空

を眺めながら、夕涼みがてら、会場をのんびり歩くのもいいものです。

、、エキスポとやま博Jこ、家族そろって出掛けてみませんか。

• 

•••••••••••••••••••••••• • • • • • • • • • • • 
:.0ETタワー
ー 舎年1992年の開催を記念して高さが
: 92mある展望タワーで、す。天気の良い
e日には、立山連峰、富山湾など360度の

.パノラマが楽しめます。

• • • • • • • • • • • • :・0ETパビリオン
ー これまでの博覧会のイメージを一新
'した、単一大型パビリオンです。日ざ
.しの強い暑い日や雨の日も、広くて涼
・しい館内で、ゆっく?とショッピンクや
・イベントを楽しむことができます。

• • • • • • • • • • • 
@ 

• • • ••••••••••••••••••••••• 

ロ
マ
ン
溢
れ
る
古
代
史
を
ゲ
l
ム
感
覚
で

(
出
展
者
)
日
本
電
気
掛

市
台
の

P
C
(パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
l
)
を
ゲ
ー
ム
端
末
と
し
て
使

用
し
、
世
界
の
古
代
史
の
謎
や
富
山
の

黄
金
伝
説
に
挑
戦
し
、
得
点
を
競
い
合

い
ま
す
。
会
場
内
に
は
大
型
モ
ニ
タ
ー

を
設
置
し
、
ゲ
ー
ム
に
参
加
し
て
い
な

い
人
も
興
奮
が
昧
わ
え
る
、
体
感
型
パ

ピ
リ
オ
ン
で
す
。

水
に
た
わ
む
れ
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
触
れ
る

(
出
展
者
)
ス
ギ
ノ
マ
シ
ン

富
山
は
良
質
な
水
の
宝
庫
で
す
。
ア
ク

ア
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、
水
圧
で
金
属
を
切

断
す
る
「
ア
ク
ア
カ
ッ
タ
ー
」
や
、
文
字

盤
の
上
を
水
が
交
差
す
る
大
時
計
「
ア

ク
ア
タ
イ
ム
」
な
ど
の
他
、
水
の
浮
力

で
人
形
が
ダ
ン
ス
す
る
「
ア
ク
ア
ダ
ン

サ
ー
」
な
ど
の
、

M

水
の
不
思
議
H

を
見

る
こ
と
の
で
き
る
出
展
と
な
っ
て
い
ま

す。

エ
キ
ス
ポ
と
や
ま
博
記
念

「
ふ
る
さ
と
切
手
」
、
か

発
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

••••••••••••••••••••• 

切
手
で
エ
キ
ス
ポ
と
や
ま
博
を

P
Rす
る
「
ふ
る
さ

と
切
手
」
が
、
北
陸
三
県
及
び
東
京
中
央
郵
便
局
で
発

売
中
で
す
。
原
画
作
者
は
、
入
善
町
出
身
の
画
家
、
前

田
常
作
さ
ん
で
す
。

お
し
ゃ
れ
な
力
パ
ー
に
入
っ
た
一

シ
ー
ト
十
枚
入
り
と
二
十
枚
入
り
の
二
種
類
が
あ
り
ま

す
。
最
寄
り
の
郵
便
局
ま
た
は
切
手
類
販
売
屈
で
お
買

い
求
め
下
さ
い
。

J
E丁
促
公
式
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
発
売
中
/

夢
を
形
に
し
た
パ
ピ
リ
オ
ン
か
ら
多
彩
に
繰
り
広
げ

ら
れ
る
イ
ベ
ン
ト
ま
で
、
J
E
丁
目
の
全
貌
を
紹
介
す

る
公
式
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
発
売
中
で
す
。
会
場
内
の
レ

ス
ト
ラ
ン
や
シ
ョ
ッ
プ
ガ
イ
ド
も
豊
富
に
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
エ
キ
ス
ポ
と
や
ま
博
に
あ
わ
せ
て
県
内

各
市
町
村
で
開
催
さ
れ
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
観
光
ス
ポ

ッ
ト
も
余
す
と
こ
ろ
な
く
紹
介
。

あ
な
た
の
手
の
中
に
、

J
E丁
目
の
楽
し
さ
が

ス
ツ
ポ
リ
納
ま
る
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
で
す
。

極鶴岡司

-・・・・・・・・・・・II'L'.J・・・・・・・・ 4‘・・

--ι:証明
咽園園『・・圃~岨凶E 崎 、-
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鳥
の
よ
う
に
大
空
を
飛
び
ま
わ
る

(
出
展
者
)
熊
谷
組

H

パ
ノ
ラ
ミ
ッ
ク
・
ミ
ラ

l
ビ
ジ
ョ
ン
H

と
名
付
け
ら
れ
た
世
界
初
の
映
像
シ
ス
テ

ム
を
駆
使
し
、
空
中
に
浮
い
て
地
上
を
眺

め
る
よ
う
な
錯
覚
の
中
で
、
パ
ノ
ラ
マ
画

面
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
来
場
者

は
遠
近
感
の
あ
る
立
体
的
な
映
像
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
叩
分
間
の
空
中
遊

泳
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。



見どころたくさん、笑顔がたくさんグエキスポ劇場
「ーーーーーーーーーーーーーー一一一ー

~工キスポとやま博主要イベントまるごと紹介~

エキスポとやま博会場では、 wETパピリオンのほか、

wET劇場やエキスポ虜g場、さらには会場内の池や通り、

広場などのオーフンスペースを使って、まさしく会場全

体で国際色豊かなイベントが開催されます。

音楽あり、映画あり、ダンスあり。大人から子供まで

楽しめるイベントが目白押しです。ワクワク、ドキドキ

が連続の主要イベントの売どころを紹介します。

700人を収容できる全天候型のオープンステ

ージです。県内35市町村がそれぞれ郷土自慢の

伝統芸能を披露する「ふるさと万華鏡」や、 家

族みんなで楽しめるイベントなどが聞かれます。

[ぬいぐるみ人形劇]
子供たちに大人気のマンガキャラクタ一、
「忍者ハットリくん」と「ドラえもん」カ¥

その仲間たちと繰り広げるゆかいな人形劇で

す。

7月10日告白-14日伏)
7月15日附-18日出

{ワールドミュージ、ツク・フェス
ティパル] 7月間日樹~日月2日日)、

9月日日日)-22日側
常夏の島ハワイのハワイアンショーなど、

いろいろな国の音楽と踊りを連日損露。

「忍者ハットリくん」

「ドラえもん」

一ーーーー「

i{仇 9"Y7-.VtJンプ l l !山ナル日コンサート
. ロープ・ショー]_.-- I I I “フレンズ"]

ー i 面 服部克久と仲間たちI 8月11日関-20日附 . I I i E本の日を交差させるアメリカ版縄跳 t l 1 9月19酌 9月20日日)
ー i I (出演)八代E紀(19日)、マルシア・AYAKOl び大会です。アメ 1)力から選抜されたナシヨ I ， I 
I ， ~ (20日)

ナルチームを迎えての、エキサイテイングな 空 . 
I I 服部克久さんとのトークを交えながら、 El ショーで、飛び入η参加明者ますo 1 ; I 

l 属議罷醤 醤璽韓盤血盟 i 日間にわたってリレーするジヨ仇コンサ
ート。

!下 罷夢野 !f -

」ーーーーーーーーー__...L_ー
ゐ [インターナショナル・ランパー . 

ジヤツクショー]• I 
7月10日樹-30日同 目

世界ランパージヤツク競技大会チャンピオ ー

ンのマルセラス氏在中心とした木こりたちの E 
ショー。スピード木のぼりゃ鋸での早切りな ー

査を披露してくれます

J. 
捗 ー一一ー←ー一一--，

正
面
ゲ

l
ト
か
ら
エ
キ
ス
ポ

劇
場
ま
で
続
く
ふ
る
さ
と
通
り

周
辺
の

H

ふ
る
さ
と
広
場
H

や

水
上
デ
ッ
キ
、
池
や
通
り
な
ど

の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
で
も
、

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

•••••••••••••••••••• 

[環日本海コンサート}
魚山都 (ととやまと)の固から

7月11日出

(出演)西城秀樹、チヨー=ヨンピjレ(韓国)

ジャ=パンファン(中国)、ロシア民

族アンサンプル他

エキスポとやま博のオープ二ングを飾るス

ペシャルイベントです。日本、韓国、中国を

代表する歌手のジョイントコンサートです。

「ーーーーーーーーーーーーーーーーーー
[フアルス・ファンタジア]
B月20日開~日月25日(il<)
アメリ力・ラスベガスで大好評のマリリン・

モンローや工ルピス ・プレスリーのそっくり

さん達による歌の踊りのショータイムです。

あまりのそっくりさんに、ド胆を抜かれるか
も。

J
E
T
パ
ビ
リ
オ
ン
西
館
の
中
に
あ
る
催
事
ス
テ

ー
ジ
。
客
席
は
一

、
三
O
Oあ
り
、
ゆ
っ
た
り
座
れ

ま
す
。
舞
台
と
客
席
が
水
の
流
れ
べ
仕
切
ら
れ
て
い

て
、
涼
し
げ
な
雰
囲
気
の
中
で
、
連
日
い
ろ
い
ろ
な

ピ
ッ
ク
イ
ベ
ン
ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

[全日本鼓笛パンドフェスティパル1
8月10日伺)-11日関

日本各地からドリル演奏の妙技を見せてく

れる鼓笛バンドが集まります。

._.J 

{国際子供音楽祭]
ソング -フォ一・チルドレン

日月日日出

(出演)安田祥子、由紀さおり、デユークエイ

セス

21世紀に歌い継がれる「子供達の歌」をアジ‘

ア日か国の各国の子供達が歌い、競う祭典で

す。子供た古からの、かわいい歌の贈り物です。

8 

-・・・・・・・・・・・・・・・・--圃圃圃圃園
| 

[ドッグ・フリスビー・ショー】
日月 1日出-10日目)
'90:年のドック・ フリスピーアメリ力大会の

優勝チーム、ルー=マッキャモン氏と愛犬ス

クーター君が、かわいいフリスビー競技の数

々を見せてくれます。

-・・・・・・・・・・・・圃・・・・・・・・・・・・・・・・園田・・・・・・・・・・・園田・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
9 

【カヌー教室】
日月 1日出-16日日)

オーストラリアンカヌーやサーフスキーの

妙技の数々を女性インストラクターが披露し
てくれます。

【BMXスーパーアクション】
日月11日側-19日附

自転車のアクロパティックなモトクロスシ
ョーです。親子で=参加で、きる初心者スクール

もあります。



み
ん
移
が
主
役

エ
キ
ス
ポ
と
や
ま
博
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
形
で
県
民
の
皆
さ
ん
が
参

加
し
ま
す
。
会
場
内
に
あ
る
イ
ベ
ン
ト
ス
テ
ー
ジ
「

J
E
T劇
場
」
や

「エ
キ
ス
ポ
劇
場
へ

ま
た
パ
ビ
リ
オ
ン
西
館
内
に
設
け
ら
れ
た
オ
ー
プ

ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
県
民
プ
ラ
ザ
」
で
は
、
県
下
各
地
か
ら
個
性
あ
ふ
れ
る

た
く
さ
ん
の
出
展
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
会
場
の
案
内
か
ら

清
掃
ま
で
、
会
場
内
の
あ
ら
ゆ
る
業
務
に
大
活
躍
の
「

J
E
Tメ
イ
ト
」
、

主
に
来
場
さ
れ
る
障
害
者
や
高
齢
者
の
方
々
の
介
助
に
あ
た
る
「

J
E

県
民
ブ
弓
ザ
に
出
展
し
ま
す
。

ア
ル
フ
ァ
ス
テ
ン
ド

グ
ラ
ス
工
房

花
木

清
さ
ん

七
月
三
十
一
日
か
ら
八
月
六
日

ま
で
、
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
展
を
開

催
し
ま
す
。
当
日
は
立
体
パ
ネ
ル

や
絵
付
け
パ
ネ
ル
、
ラ
ン
プ
な
ど
、

私
の
教
室
の
生
徒
さ
ん
の
作
昂
も

含
め
て
三
十
点
ほ
ど
展
示
し
ま
す
。

何
と
言
っ
て
も
圧
巻
な
の
は
、
ス

テ
ン
ド
グ
ラ
ス
で
で
き
た
巨
大
な

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
。
中
か
ら
光
を
あ
て
、

ま
否
で
浮
い
て
い
る
よ
う
な
雰
囲

気
を
醸
し
出
し
ま
す
。
実
物
の
ス

テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
美
し
さ
や
透
明

感
を
感
じ
て
い
た
だ
け
た
ら
う
れ

し
い
で
す
ね
。

花
と
人
形
の

ア
ト
リ
エ

藤
井

浩
子
さ
ん

デ
パ
ー
ト
の
文
化
教
室
で
パ
ン

フ
ラ
ワ
ー
の
講
座
を
開
い
て
い
ま

す
。
現
在
受
講
さ
れ
て
い
る
二
十

名
の
生
徒
さ
ん
と
共
同
作
業
で
、

万
葉
集
に
出
て
く
る
草
花
約
三
十

種
類
を
含
め
て
、
七
十
種
類
の
山

野
草
を
作
っ
て
み
ま
し
た
。
花
の

様
子
や
葉
の
広
が
り
な
ど
、
限
り

な
く
本
物
に
近
い
パ
ン
フ
ラ
ワ
ー

を
お
楽
し
み
下
さ
い
。
「
花
の
路
と

や
ま
・
パ
ン
の
花
」
と
題
し
て
、

八
月
二
十
八
日
か
ら
九
月
三
固
ま

で
展
示
し
ま
す
。

丁
八

l
テ
ィ
i
」、さ
ら
に
は
県
下
全
市
町
村
か
ら

一
人
す
つ
選
ば
れ
、

自
治
体
出
展
館
「
と
や
ま
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」内
で
案
内
業
務
に
あ
た
る

「
ワ
ン
ダ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー
」
な
ど
、
会
場
の
運
営
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
く

ス
タ
ッ
フ
に
も
、
た
く
さ
ん
の
県
民
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

エ
キ
ス
ポ
と
や
ま
博
で
は
、
そ
ん
な
県
民
の
皆
さ
ん

一
人
ひ
と
り
が

主
役
で
す
。

皆
さ
ん
の
博
覧
会
に
か
け
る
期
待
と
抱
負
を
お
聞
き
し
ま

し
た
。

-・.;• .畠'・i・..血¥.. 
、... ";c;・ a'・2・E'・.IcJEγパビリン |

中央館 i 

と
や
ま
り
-UH73-
フ
ν
ド
マ
お
待
ち
し
マ
ま
i
-
q。

を
見
せ
る
富
山
の
大
自
然
を
居
な

が
ら
に
し
て
体
験
で
き
る

「
ラ
イ

ド
ツ
ア
|
」
で
す
。
ワ
ン
ダ
ー
ラ

ン
ド
に
お
越
し
の
際
に
は
、
ぜ
ひ

一
度
体
験
し
て
み
て
下
さ
い
。
こ

の
他
に
も
、
各
市
町
村
が
趣
向
を

凝
ら
し
た
展
示
を
す
る
「
市
町
村

ま
ん
だ
ら
」
や
、
楽
し
い
噴
水
の

あ
る
「
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
」
も
あ

り
ま
す
。
と
や
ま
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン

ド
に
ぜ
ひ
お
越
し
下
さ
い
。

ワンダーパートナー

藤田真理さん
(井口村)

晶子さん
(立山町)

と
や
ま
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
の
売

り
物
は
、
何
と
い
っ
て
も
千
メ
ー

ト
ル
の
海
底
か
ら
三
千
メ
ー
ト
ル

の
山
々
ま
で
、
い
ろ
い
ろ
な
表
情

細川

エ
キ
ス
ボ
劇
場
に
出
展
し
ま
す
。

富
山
県

奇
術
連
合
会

増
沢
一
男
さ
ん

開
幕
の
七
月
十
日
か
ら
十
七
日

ま
で
、
県
内
の
ア
マ
チ
ュ
ア
マ
ジ

ッ
ク
同
好
会
の
団
体
が
日
替
わ
り

で
出
演
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
楽
し

い
マ
ジ
ッ
ク
を
披
露
し
ま
す
。
人

体
浮
遊
と
い
っ
た
大
じ
か
け
の
も

の
か
ら
、
ロ
ー
プ
一
本
を
使
っ
て

簡
単
に
で
き
る
手
口
凹
ま
で
、
会
場

の
皆
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
楽
し
め

る
よ
う
な
マ
ジ
ッ
ク
を
た
く
さ
ん

や
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

F

‘
今
度
の
エ
キ
ス

ポ
に
合
わ
せ
て

復
活
さ
せ
た
、

「
越
中
玉
す
だ

れ
」
も
ご
披
露

し
ま
す
。
ご
家

族
揃
っ
て
お
越

し
下
さ
い
。

K; 
f 
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「
歌
謡
物
語
」
と
題
し
て
、
八
月

三
十
一
日
に
、
歌
と
踊
り
で
つ
づ

る
歌
謡
シ
ョ
ー
を
聞
き
ま
す
。
当

日
は
、
カ
ラ
オ
ケ
連
合
会
所
属
の

皆
さ
ん
の
自
慢
の
の
ど
で
、
田
和

か
ら
平
成
に
か
け
て
の
歌
謡
史
を

ふ
り
返
り
ま
す
。
い
つ
の
時
代
も

常
に
人
の
心
を
明
る
く
照
ら
し
続

け
て
き
た
歌
の
数
々
を
、
改
め
て

聞
い
て
み
る
の
も
い
い
も
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
当
日
は
皆
さ

ん
ご
存
知
の
あ
の
名
曲
も
ご
用
意

い
た
し
ま
す
。
皆
さ
ん
も
会
場
へ

お
越
し
に
な
っ
て
、
一
緒
に
歌
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

(。

J
E
T
劇
場
に
出
展
し
ま
す
。

真
実
健
康

体
操
協
会

森
原
美
和
子
さ
ん

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
や
ジ
ャ
ズ
ダ
ン

ス
、
ヨ
ガ
な
ど
を
取
り
入
れ
た
新

し
い
ダ
ン
ス
「
真
美
フ
レ
ッ
シ
ュ
・

工
ア
ロ
ダ
ン
ス
」
を
、
八
月
十
二
日

に
J
E
T劇
場
で
披
露
し
ま
す
。

子
供
た
ち
が
う
ち
わ
を
も
っ
て
跳

び
は
ね
る
沖
縄
民
謡
や
、
最
後
に

全
員
が
衣
装
を
着
て
踊
る
「
力
ム

イ
の
踊
り
」
な
ど
、
ジ
ュ
ニ
ア
、
ヤ

ン
グ
、
シ
ニ
ア
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の

年
齢
に
合
わ
せ
た
踊
り
を
、
音
楽

や
衣
装
を
替
え
な
が
ら
展
開
し
て

-• • • • 
• • 争• • -• • 
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J 

会
場
針
案
内
陪
お
ま
か
せ
下
4
v
v
。

J
E
Tメ
イ
ト

戸

田

裕

介
さん

J
E
Tメ
イ
ト

金
津
知
賀
さ
ん

僕
は
愛
知
県
の
出
身
な
ん
で
す

が
、
大
学
生
活
を
送
っ
て
い
る
富

山
で
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
る
と
い

う
の
で
、
た
だ
見
に
行
く
だ
け
で

は
な
く
て
、
何
か
の
形
で
参
加
し

た
い
な
ぁ
と
思
っ
て
、

J
E
Tメ

イ
ト
に
応
募
し
ま
し
た
。
富
山
は

小
じ
ん
ま
り
と
し
た
県
で
す
け
ど
、

海
も
山
も
見
れ
、
食
べ
物
も
お
い

し
く
、
素
晴
ら
し
い
所
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
う
い
っ
た
意
昧
で
は
、

県
外
か
ら
こ
ら
れ
る
方
は
、
十
分

に
楽
し
め
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
ぜ
ひ
多
く
の
方
に
、
富
山

へ
、
そ
し
て
エ
キ
ス
ポ
会
場
へ
来

て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

い
き
ま
す
。
観
る
人
を
飽
き
さ
せ

な
い
演
出
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
ダ
ン
ス
を
十
分
に
お

楽
し
み
下
さ
い
。

10 

万
葉
ふ
る
里

芸
能
推
進
会

村
松
律
子
さ
ん

九
月
七
日
に
、
「
日
本
の
心
・
と

や
ま
の
四
季
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル

で
、
高
岡
市
内
の
民
謡
や
三
昧
線

の
団
体
で
構
成
す
る
「
万
葉
ふ
る

里
芸
能
推
進
会
」
が
、
富
山
を
含

め
た
全
国
の
代
表
的
な
毘
謡
を
演

奏
し
ま
す
。
県
内
外
の
方
々
に
、

改
め
て
富
山
の
民
謡
の
素
晴
ら
し

さ
を
知
っ
て
い
た
だ
く
い
い
機
会

だ
と
思
い
ま
す
。
中
に
は
三
昧
線

百
丁
に
よ
る
大
合
奏
も
あ
り
、
そ

れ
は
も
う
す
ご
い
迫
力
で
す
。
民

謡
を
通
し
て
、「
万
葉
の
ま
ち
高
岡
」

を
十
分
堪
能
し
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
ね
。

p
i
z
c
hは
J
E
T情
報
満

載
の
F
M放
送
局
で
す
。
F
M
の

ク
リ
ア
な
音
で
、
エ
キ
ス
ポ
会
場

の
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
最
新
の
ヒ
ッ
ト
チ
ャ

ー
ト
な
ど
も
リ
ア
イ
タ
イ
ム
で
お

届
け
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で

3
人
と

も
ラ
ジ
オ
の
D
J
は
経
験
が
な
い

の
で
す
が
、
楽
し
い
放
送
を
お
届

け
で
き
る
よ
う
一
生
懸
命
が
ん
ば

る
つ
も
り
で
す
。
皆
さ
ん
も
エ
キ

ス
ポ
会
場
に
来
ら
れ
た
時
に
は
、

気
軽
に
ス
タ
ジ
オ
を
の
ぞ
い
て
み

て
下
さ
い
。

J
E
T情
報
満
載
め

F
M放
送
局
マ
可
。

「ピ
ー
チ
」
D
J
担
当

林

香

予

子
さん

石
丸
千
賀
子
さん

島

由

美

帆
さん

障
害
を
也
つ
方
志
安
心
し
マ
お
越
し
下
ウ
V
。

J
E
T
ハl
テ
ィ
ー

網

与

志

成
さん

私
の
大
好
き
な
富
山
県
を
、
い

ろ
い
ろ
な
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た

い
と
い
う
気
持
ち
と
、
せ
っ
か
く

楽
し
い
縛
覧
会
が
開
催
さ
れ
る
の

で
す
か
ら
、
障
害
を
も
っ
方
に
も

で
き
る
だ
け
来
て
ほ
し
い
と
い
う

思
い
が
重
な
っ

て、

l
u
E
T
ハ
ー

テ
ィ
ー
に
応
募
し
ま
し
た
。
私
自

身
、
ま
だ
知
ら
な
い
富
山
を
勉
強

す
る
と
い
う
意
昧
で
も
、
エ
キ
ス

ポ
は
い
い
機
会
に
な
る
と
思
い
ま

す
。「
富
山
県
の
広
報
マ
ン
」
と
し

て
、
県
外
の
方
は
も
ち
ろ
ん
県
内

の
方
に
も
、
曜
か
く
お
迎
え
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
会
場
で
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
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J
E
T八
|
テ
ィ
ー

村

井

涼

子
さん

現
在
週
に
四
日
、
ホ
l
ム
ヘ
ル

パ
ー
を
や
っ
て
い
ま
す
の
で
、
福

祉
に
は
特
に
興
昧
を
も
っ
て
い
ま

す
。
今
回
の

J
E
T
八
|
テ
ィ
ー

も
、
ジ
ャ
パ
ン
エ
キ
ス
ポ
と
い
う

大
き
な
イ
ベ
ン
ト
に
、
障
害
を
も

っ
方
に
も
ぜ
ひ
参
加
し
て
ほ
し
い

と
い
う
思
い
と
、
そ
の
お
役
に
立

ち
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
応
募
し

ま
し
た
。
富
山
の
人
は
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
関
心
が
薄
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

J
E
T八
|
テ
ィ

ー
の
皆
さ
ん
が
い
き
い
き
と
働
い

て
い
る
姿
を
見
て
少
し
で
も
福
祉

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
昧
を
持
っ

て
も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。



Bird tory 

透きとおる初夏の風に

謹めきをちりばめながら

静かにこだまするハーモニー

木々のこすえも揺れ出して

遥かな日々のおとぎ話をつづれ織る



〈とやま環境計画の位置付け〉

画言十
..0.. 
Eコ総民県山

国
国
一
回新

(魅力ある郷土づくり・快適な環境の形成)

戸水
t と

や祭
ま量

璃環

富十雲
固め
』ざ

私
た
ち
の
郷
土
を
培
い
、

育
み
、

私
た
ち
に
大
き
な

一一 一一- _-__._- 戸、_..- 戸._-~ ー_..-..-.， -_-・-"目 d号、_..-..-、_，_-一、，ー・--_ -'. -. -. -司一一一ー一一

-
快
適
な
環
境
の
保
全

.
環
境
資
源
の
持
続
可
能
な
利
用

・
環
境
に
配
慮
し
た
社
会
的
ル
ー
ル
の
形
成

・
県
民
、
事
業
者
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
環

境
づ
く
り

・
総
合
的
な
環
境
施
策
の
推
進

豊
か
な
緑
と
水
に
恵
ま
れ
た
本
県
の
環
境
は
、

恵
み
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

こ
の
素
晴
ら
し
い
環
境
を
守
り
、
育
て
、

子
や
孫
に
引
き
継
い
で

い
く
こ
と
は
、

た
ち
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
で
す
。

…

「
と
や
ま
環
境
計
画
」
は
、
行
政
、

事
業
者
、
県
民
が

一
体
と
な
っ
て
き
れ
い
な
空
気
や
水
を
守
り
、
優

れ
た
自
然
を
保
全
し
、
環
境
に
や
さ
し
い
事
業
活
動
や
生
活
様
式
の
定
着
を
促
し
、
う
る
お
い
と
や
す
ら

ぎ
の
あ
る
快
適
な
環
境
を
創
造
し
て
い
く
た
め
の
指
針
(
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
)
と
し
て
策
定
し
た
も
の
で
す
。
一

・
l
J

…
掴
i
J

…

h

一

一

ー

!言
画
の
目
標

…
「

l
計
画
の
対
象
項
目

清
ら
か
な
水
と
豊
か
な
緑
に

一

こ
の
計
画
の
対
象
項
目
は
次
の
と
お
り
で
、

恵
ま
れ
た
快
適
な
環
境

一

各
項
同
ご
と
に
目
標
と
施
策
の
方
向
を
示
し
ま

・圃
}

A

し
た
。

1
1基
本

的

な

視

点

…
川

公
害
の
防
止

一

大
気
汚
染
、
水
質
汚
濁
、
騒
音
、
振
動
、
悪

一

こ
の
計
画
は
、
次
の
視
点
に
た

っ
て
策
定
し

一

臭、

地
盤
沈
下
、
土
壌
汚
染
、
廃
棄
物

ま
し
た

。

一

白
自
然
環
境
の
保
全

一

地
形、

地
質
、
植
物
、
動
物

⑪
快
適
な
環
境
づ
く
り

・
水
辺
環
境
づ
く
り

一

.
緑
の
保
全
と
創
造

・
ゆ
と
り
の
あ
る
空
間
と
調
和
の
と
れ
た
景
観

の
創
造

-， 

(その他の関連計画)

・ふるさと環境総合整備ガイド

ライン

・河川環境管理計画

・とやま21世紀水ビジョン

.全禦域下水道化構想

.グリーンプラン

画言十

(水と緑の快適な環境をめざして)

境1束まやと

現
代
に
生
き
る
私

?
mu--一千晶
膚
温
.

.

 胴蹴

va

tl 

歴
史
や
文
化
を
活
か
し
た
環
境
づ
く
り

環
境
資
源
は
、
無
限
、
無
尽
蔵
に
存
在
す
る

も
の
で
な
く
、
地
域

の
状
況
に
応
じ
て

一
定
の

許
容
さ
れ
る
べ
き
限
界
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

「持

続
可
能
な
利
用
」
と
「
地
域
特
性
に
応
じ
た
利

用
」
の
基
本
的
な
視
点
に
立
っ

て
、
商
工
業
施

設
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
な
ど
の
各
種
開

発
事
業
が
行
わ
れ
る
際
に
配
慮
す
べ
き
事
項
を
、

一
般
的
配
慮
指
針
と
事
業
別
配
慮
指
針
に
分
け

て
示
し
ま
し
た
。

¥新

た

な

/

/
環
境
問
題
と
展
開
、

今
日
の
環
境
問
題
は
、
こ
れ
ま
で
の
産
業
型

公
害
か
ら
生
活
排
水
、
交
通
騒
音
、
ご
み
の
散

乱
な
ど
の
都
市

・
生
活
型
公
害
や
酸
性
雨
な
ど

の
地
球
的
レ
ベ
ル
の
環
境
問
題
へ
と
大
き
く
変

わ

っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
今
後
重
要
な
課
題
に
な
る
と
考

え
ら
れ
る
環
境
問
題
へ
の
新
た
な
展
開
の
方
向

を
示
し
ま
し
た
。

・
地
球
環
境
問
題
へ
の
対
応

・
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
ラ
イ
フ
の
推
進

・
リ
サ
イ
ク
ル
型
社
会
シ
ス
テ
ム
の
推
進

.
環
境
保
全
県
民
運
動
の
展
開

15 

※とやま環境計画について、
詳しいことは、県庁環境整備課へ



立山連峰など3000メートル級の山々が

連なる北アルプスをはじめ、三方を山に

固まれ、北は富山湾に面する富山県。急

峻で複雑な地形は、しばしば豪雨豪雪な

どによる自然災害の原因となって私達の

生活を脅かしてきました。治山課では、

山地から海岸までの広い範囲で森林を守

り育てながら、災害の防止や水資源のか

ん養、生活環境の保全のための事業を行

い、私達の安全な暮らしを支えています。

課山

国

ご~
バコ

み
な
さ
ん
は
、
森
林
に
、
洪
水
調
節
、
水
資
源
の
確
保
、
土

砂
流
出
や
崩
壊
防
止
と
い
っ
た
多
く
の
機
能
が
あ
る
の
を
ご
存

知
だ
と
思
い
ま
す
。
「
治
山
」
と

い
う
言
葉
は
私
に
と

っ
て
あ
ま

り
耳
慣
れ
な
い
言
葉
で
し
た
が
、
こ
の
森
の
力
を
利
用
し
て
自

然
災
害
か
ら
私
達
の
生
活
を
守
っ
て
も
ら
お
う
と

い
う
も
の
な

の
で
す
。
で
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
行
わ
れ
て

い
る

の
で
し
ょ
う
か
。
中
村
課
長
さ
ん
か
ら
詳
し
く
説
明
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

-
自
然
災
害
の
治
療
Y
予
防
「
治
山
」

豪
雨
や
雪
崩
な
ど
に
よ
っ
て
荒
廃
し
た
山
地
で
は
、
工
作
物

を
併
用
し
な
が
ら
早
急
に
緑
化
し
て
森
林
の
復
元
が
図
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
森
林
が
生
育
し
て
い
て
も
、
崩
壊
落
下
の
危
険

や
劣
悪
化
の
恐
れ
が
大
き
い
所
で
は
、
予
防
的
な
処
置
が
と
ら

れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
土
地
や
水
の
保
全
上
、
重
要
な
地
域

の
森
林
は
、
伐
採
な
ど
が
規
制
さ
れ
る
「
保
安
林
」
に
指
定

さ
れ
、
造
成
や
改
良
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
治
山

工
事
は
、

一
人

一
人
み
ん
な
違
う
人
間
の
病
気
と
同
じ
よ
う
に

一
か
所
ず
つ
み
ん
な
違
い
ま
す
。
現
地
の
気
象
、
地
形
、
地
質

な
ど
千
差
万
別
の
自
然
条
件
に
合
わ
せ
て
、
過
酷
な
施
工
条
件

を
克
服
し
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
手
当
て
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で

す
。
ど
ん
な
に
科
学
が
進
ん
で
も
完
全
に
は
防
ぐ
こ
と
の
で
き

な
い
自
然
災
害
。
起
こ
っ
た
ら
ま
ず
治
療
。
そ
し
て
普
段
か
ら

の
予
防
が
も
っ
と
大
切
な
の
で
す
。
か
つ
て
は
、
県
内
で
も
豪

雨
の
た
び
に
大
規
模
な
地
す
ベ
ヴ
や
土
石
流
災
害
な
ど
の

ニ
ュ

ー
ス
を
耳
に
し
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
が
、
最
近
は
そ
う
し
た
被

くり

林
の
維
持
管
理
や
効
率
的
な
森
林
施
業
に
資
す
る
と
い
う
側
面

は
も
と
よ
り
、
地
理
的
な
ハ
ン
デ
を
背
負
っ
て
い
る
山
村
地
域

の
振
興
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
生
活

・
産
業
道
路
と
し
て
、
さ

ら
に
は
近
年
、
私
達
が
親
し
む
こ
と
の
多
く
な
っ
た
森
林
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て
多
面
的
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
の
で
す
。
林
道
は
、
山
村
と
山
村
、
都
市
と
山
村

を
結
び
、
物
や
人
、
文
化
の
交
流
の
媒
介
と
な
る
、
ま
さ
に
現

代
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
で
す
。
現
在
、
県
内
の
林
道
は
山
村
地
域

を
中
心
に
網
の
自
の
よ
う
に
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
、
そ
の
総
延
長

は
約
千
四
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
そ
う

で
す
。
ま
た
、
道
路
と
し
て
の
重
要
性
が
増

す
と
、
市
町
村
道
や
県
道
と
し
て
整
備
さ
れ
、

管
理
も
充
実
さ
れ
て
い
く
も
の
も
あ
る
そ
う

で
す
。私

は
、
そ
の
林
道
の

一
路
線
で
、
県
東
部

の
大
辻
山
と
高
峰
山
の
聞
を
峰
越
え
し
て
立

山
町
と
上
市
町
を
結
ぶ
総
延
長
約
二
十
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
広
域
基
幹
林
道
「
大
辻
山
線
」

を
案
内
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
林
道
に
乗
り

入
れ
て
ま
も
な
く
、
目
の
前
に
立
派
な
ス
ギ

林
が
広
が
り
ま
し
た
。
こ
の

一
帯
は
急
激
な

伐
採
に
よ
り
荒
廃
地
と
な

っ
て
い
た
そ
う
で

す
が
、
戦
後
の
治
山
事
業
に
よ
り
緑
が
耐
えつ

害
も
少
な
く
な
っ
て
き
た

よ
う
に
感
じ
ま
す
。
こ
れ

も
長
い
年
月
を
か
け
、
き

め
細
か
に
行
わ
れ
て
き
た

治
山
事
業
の
成
果
で
あ
る

こ
と
が
中
村
課
長
さ
ん
の

説
明
で
よ
く
わ
か
り
ま
し

た
。
私
達
が
日
頃
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
訪
れ

る
身
近
な
山
々
の
緑
の
中

治
山
事
業
に
よ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
木
の
棚
な
ど
が
自

然
の
美
観
を
損
ね
な
い
よ
う
に
静
か
に
埋
ま
っ
て
、
災
害
か
ら

身
を
守

っ
て
く
れ
て

い
る
の
で
す
。

一
方
、
県
土
の
高
度
な
利
用

・
開
発
が
山
地
や
山
麓
部
に
急

激
に
進
む
に
つ
れ
、
山
地
災
害
の
危
険
性
も
増
大
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
水
資
源
の
不
足
や
生
活
環
境
の
悪
化
な
ど
、
新
た
な
問

題
も
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
「
森
の
弱
っ
た
と
こ
ろ
は
な
い

か
・
:
」
、
「
山
の
土
の
不
安

定
な
所
は
な
い
か
・:」
。
私

達
が
安
心
し
て
生
活
で
き

る
住
み
よ
い
県
土
づ
く
り

の
た
め
、
ま
す
ま
す
重
要

な
役
割
を
担

っ
て
毎
年
毎

年
、
計
画
的
に
治
山
工
事

が
進
め
ら
れ
て
い
る
の
で

す。

企保安林改良事業

に
も
、
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-
地
域
Y
地
域
の
架
げ
橋
「
林
道
」

治
山
課
の
事
業
で
治
山
事
業
と
と
も
に
重
要
な
の
が
林
道
の

整
備
で
す
。
林
道
と
い
う
言
葉
か
ら
は
「
木
材
を
運
搬
す
る
た

め
の
道
路
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
の
で
す
が
、
健
全
な
森

た
も
の
だ
そ
う
で
す
。

「治
山
事
業
は
十
年
、
五
十
年
の
長
い
年

月
で
そ
の
効
果
が
発
揮
さ
れ
る
も
の
が
多
い
の
で
す
U

と
い
う
、

治
山
課
の
方
の
言
葉
の
意
味
が
実
感
で
き
た
よ
う
な
気
が
し
ま

し
た
。
急
峻
な
山
地
を
削

っ
て
進
め
て
い
く
林
道
の
整
備
は
、

私
た
ち
の
想
像
以
上
に
大
変
な
労
力
と
時
間
を
要
す
る
工
事
な

の
で
す
。
こ
の
「
大
辻
山
線
」
も
十
年
以
上
の
歳
月
を
か
け
て

完
成
し
た
そ
う
で
す
。
林
道
を
走
り
な
が
ら
、
澄
ん
だ
空
気
や

野
鳥
の
さ
え

ず
り
、
さ
ま

ざ
ま
に
表
情

を
変
え
る
緑

豊
か
な
山
々
、

眼
下
に
パ
ノ

ラ
マ
の
よ
う

に
広
が
る
風

景
な
ど
、
多

様
な
自
然
の

姿
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
、

私
に
と

っ
て

多
く
の
新
し

い
発
見
が
あ

り
ま
し
た
。

企復旧治山事業着工前

〈コ

17 

成(宇奈月町音沢地内)企完

。

私
た
ち
の
目
に
は
日
常
触
れ
る
こ
と
の
少
な
い
治
山
課
の
事

業
で
す
が
、
県
民
の
生
活
に
密
着
し
た
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

事
業
で
あ
る
こ
と
が
と
て
も
よ
く
理
解
で
き
ま
し
た
。
祖
先
か

ら
受
け
継
い
だ
こ
の
美
し
い
県
土
を
守
り
、
子
孫
に
残
す
の
は

私
達
の
大
き
な
役
目
で
す
。
そ
の
中
心
と
な

っ
て
H
々
続
け
ら

れ
て
い
る
地
道
な
努
力
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
有
意
義

な

一
日
で
し
た
。



ふ
る
き
乙

名
水
使
っ
た
な
つ
か
し
の
味

昔
な
が
ら
の
手
マ
つ
く
り
飴

芦
崎
位
作
さ
ん

作てりがを扇て選 見が
さいでら使状いに全つ立ガ
んる飴のい地るも固めち夕
刊芦を手、の黒選名るのン
ロ崎作づ昔湧部ば水 。ぼコ
位つくな水川れ百 るト

。 ン

甘と
い 機
香械
りの
が音
Tニカず
だ響
よき
つ、
中も
でう
じも
つっ
とと
釜湯
を煙

を
テ
ー
マ
と
し
た

『
天
か
ら
、
山
か
ら
l
黒
部
の
水
』。

上
流

か
ら
下
流
に
至
る
ま
で
、
四
季
折
々
の
黒
部
川
の
姿
と
人
々

と
の
生
活
と
の
関
わ
り
を
映
し
出
す
。
「
県
民
の
皆
さ
ん
に
、

郷
土
の
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
や
、
自
然
の
大
切
さ
を
訴
え
て

い
き
た
い
で
す
ね
U

今
後
は
イ
ベ
ン
ト
や
祭
り
な
ど
を
素
材

と
し
た
ソ
フ
卜
の
自
主
制
作
も
考
え
て
い
る
そ
う
だ
。
投
映

は
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
と
セ
ッ
卜
で
行
わ
れ
、
約
四
十
五
-
分

間
楽
し
め
る
。

企芦崎位作さん

の
4
むのそ剣真+

品

』

F

y

t

一一

が
が

サ

一

る

味

な

く

~

く

い

育

つ

/

ノ

一っ

し

、

手

~

を

か

る

の

飴

ι
飴

懐

す

ら

り

‘

企

芦
崎
さ
ん
の
と
こ
ろ
で
飴
づ
く
り
を
始
め
た
の
は
、
明
治

の
は
じ
め
の
頃
の
こ
と
で
、
位
作
さ
ん
で
三
代
目
だ
。
「
飴
は
、

で
ん
ぷ
ん
と
麦
芽
と
水
を
混
ぜ
て
一
晩
寝
か
せ
た
後
、
煮
つ

め
る
ん
で
す
U

煮
つ
め
る
時
間
を
短
く
す
れ
ば
水
飴
に
な
り
、

長
く
す
る
と
固
飴
に
な
る
が
、
こ
の
時
間
調
節
は
長
年
の
経

験
と
力
ン
で
決
ま
る
。

こ
こ
で
作
ら
れ
た
飴
は
、
そ
れ
ほ
ど
甘
い
と
い
う
感
じ
は

し
な
い
。
砂
糖
を
使
っ
て
い
な
い
せ
い
か
、
ま
ろ
や
か
で
、

い
か
に
も
自
然
の
味
と
い
う
感
じ
だ
。
固
飴
は
、
歯
で
噛
み

切
れ
る
ほ
ど
柔
ら
か
い
が
、
噛
む
と
歯
に
く
っ
つ
く
の
が
難

点
。
飴
は
な
め
る
も
の
だ
と
改
め
て
実
感
し
た
。
気
の
短
い

人
は
歯
が
ゆ
く
な
る
が
も
し
れ
な
い
。

「
昔
は
お
菓
子
と
い
え
ば
、
飴
く
ら
い
し
か
な
か
っ
た
け
れ

ど
、
今
は
い
ろ
ん
な
も
の
が
あ
る
か
ら
ね

:
:
:
U
以
前
は
、

県
内
に
も
こ
う
し
た
飴
屋
さ
ん
は
た
く
さ
ん
あ
っ
た
そ
う
だ

が
、
い
ま
で
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
う
。
「
伝
統
は
守
っ
て
い

き
ま
す
U

と
四
代
目
で
あ
る
息
子
の
順
治
さ
ん
は
決
意
を
語

ま
た
こ
こ
で
は
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
投
映
と
音
楽
会
を
ジ

ョ
イ
ン
ト
し
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
聞
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

今
年
九
月
に
は
、
第
二
目
黒
部
川
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
開
か
れ

る
予
定
だ
。

郷
土
の
素
晴
ら
し
さ
が
実
感
で
き
る
施
設
を
目
指
し
て
い

る
吉
田
科
学
館
。
科
学
文
化
活
動
の
拠
点
と
し
て
、
情
報
発

信
を
続
け
て
い
る
。

い
ろ
い
ろ
な
模
様
の
旗
が
作
れ
ま
す
。

漁
船
団
が
大
漁
旗
を
な
び
か
せ
な
が
ら
富
山
湾
を
進
む
光

景
は
な
か
な
か
壮
観
だ
。

ニ
の
大
漁
旗
を
六
十
年
以
上
に
も

わ
た
っ
て
作
り
続
け
て
い
る
の
が
、
板
倉
長
松
さ
ん
側
だ
。

圃
圃
歯
周
到
配
判
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出
湿
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園
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市
宮

a
RE
-
M
M日
開
閣
直

川
;
け
で
は
な
く
、
遠
く

京
都
な
ど
か
ら
も
あ
る
そ
う
だ
。
「
北
海
道
の
利
尻
島

の
コ
ン
ブ
漁
や
ニ

シ
ン
漁
、

北
洋
の
サ
ケ
・
マ
ス
漁

が
盛
ん
だ
っ
た
頃
は
、
夜
な
べ
し
て
も
追
い
つ
か
な

い
ほ
ど
忙
し
か
っ
た
ね
U

と
昔
を
振
り
返
る
板
倉
さ

ん
。
現
在
は
、
月
に
二
十
五
本
か
ら
三
十
本
ほ
ど
、

旗
を
作
っ
て
い
る
そ
う
だ
。

大
漁
旗
職
人

板
倉
長
松
さ
ん

「
下
絵
は
十
五
分
ほ
ど
で
描
け
る
ん
で
す
よ
U
さ
ら
さ
ら
と

描
く
、
手
慣
れ
た
筆
裁
き
は
、
い
か
に
も
職
人
芸
と
い
う
感

じ
。
あ
っ
と
い
う
聞
に
海
朔
丸
と
い
う
字
を
き
れ
い
に
書
き

っ
て
く
れ
た
。

取
材
も
終
わ
り
、
ふ
と
気
が
付
く
と
、
透
明
だ
っ
た
釜
の

中
身
は
、
あ
め
色
に
変
わ
っ
て
い
た
。

巨
大
な
ド
ー
ム
か
ら
、

画
面
が
飛
び
出
す
。

黒
部
市
吉
田
科
学
館

「
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
ド

l
ム
に
三
次
元
立
体
映
像
が
投
映

さ
れ
る
の
は
、
世
界
で
初
め
て
の
試
み
で
す
。
従
来
で
は
考

え
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
な
迫
力
の
映
像
が
楽
し
め
ま
す
U

と

語
る
の
は
、
吉
田
科
学
館
の
本
瀬
さ
ん
。

日
本
海
側
最
大
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
ド

l
ム
を
持
つ
吉
田

科
学
館
。

こ
の
夏
、
新
た
に
立
体
映
像
シ
ス
テ
ム
が
加
わ
る

と
い
う
。

こ
の
装
置
は
、
立
体
映
像
だ
け
で
は
な
く
、
一
般

の
ビ
デ
オ
投
映
に
も
利
用
で

き
る
便
利
な
シ
ス
テ
ム
だ
。

上
映
さ
れ
る
最
初
の
立
体

ソ
フ
ト
は
、
黒
部
川

18 

A板倉長松さん

上
げ
て
し
ま
っ
た
。
「
で
も
た
ま
に
、
え
び
す
様
と

か
大
黒

様
を
描
い
て
く
れ
と
い
う
お
客
さ
ん
も
い
て
、
そ
の
時
は
ち

ょ
っ
と
時
聞
が
か
か
る
ね
U

大
漁
旗
の
ほ
か
に
も
町
内
会
の

旗
や
高
校
の
応
援
団
旗
な
ど
も
作
っ
て
い
る
。

「
八
十
歳
を
超
え
て
も
な
お
仕
事
を
し
て
い
る
者
は
そ
う

は
お
ら
ん
で
し
ょ
う
」
と
誇
ら
し
げ
に
語
る
板
倉
さ
ん
は
、

野
球
が
大
好
き
で
七
十
歳
の
頃
ま
で
現
役
の
選
手
だ
っ

た
そ

う
だ
。
仕
事
に
打
ち
込
ん
で
い
る
元
気
な
姿
を
見
て
い
る
と
、

大
漁
旗
の
絵
師
と
し
て
の
現
役
引
退
は
ま
だ
ま
だ
遠
い
先
の

こ
と
の
よ
う
だ
。
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黒

部

市

の

概

要

一

人

口

-
E

一
面
積

黒
部
川
の
河
口
扇
状
地
に
発
達
し
た
街
。
名
水
百
選
に
選
ば
れ
た
良
質

の
水
が
、
農
業
や
世
界
一
の

フ
ァ

ス
ナ
ー
工
場
を
育
て
た
。
宮
野
山
運
動

公
園
や
吉
田
科
学
館
、
国
内
唯
一
の
旋
回
橋

(生
地
)
な
ど、

見
ど
こ
ろ

が
多
い
。

ヘ
五
月
一

日
現
在
、

J

三
六
、
三
九
五
人

一

一

/県
人
口
統
計
調
査
よ
り
」

八
六

・
七
七
附



秋篠宮間妃両殿下お成りご日程 清子内親王(紀宮)様お成りご日程

午前 富 '山 5二bE 港御着 午後 ~品~ 山 ヲ二匂工 港御着

， 

2月7 4 
月7 9 

午後 0吉田工業黒部事業所 ご視察 0三協アルミニウム新湊工場 ご視察

0魚津埋没林博物館 ご視察
後日) 

o高岡市万葉歴史館 ご視察

付日時 0魚津水族館ご視察
富 山 市 内 ご宿泊

~晶s、 山 市 内 ご宿泊

午前 o富山県〔立山博物館〕 ご視察

午前 o第 1回ジャパン

2月7 5 

0称 名 ;竜ご視察

エキスポ富山'92
午後 。「国際青年の村'92J

月17 0 

-開 会 式ご臨席
(日1) -開村式・歓迎レセプション ご臨席

-博覧会場ご視察

後日) 
大 山 田T 内 ご宿泊

午後 o富山県こ どもみらい館 ごネ見察

。村 上 家ご視察
午前 0第 1回ジャパン

村 ご宿泊
エキスポ富山'92

平 内

• i国際青年の村デー」 ご臨席

午前 o井波町八日町通り ニー視察 2月7 6 -博覧会場ご視察

I ~ 午後 0自然博物園ねいの里 ご視察 (日日) 午後 o富山県花井球根農業協同組合 ご視察

(日土)
o県立ふるさ と養護学校 ご視察 0ケアポート圧川 ニー視察

富 山 ヲ二匂E ;巷御発 富 山 ゲニEロ 港御発
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秋
篠
宮
同
妃
両
殿
下
「
エ
キ
ス
ポ
と
や
ま
博
」
開
会
式
ご
臨
席

・7月
9
日

ご
来
県

清
子
内
親
王
(
紀
宮
〉
殿
下
「
国
際
青
年
の
村
位
」
開
村
式
ご
臨
席

・7月
別
日

ご
来
県

「第

1
回
ジ
ャ
パ
ン
エ
キ
ス
ポ
富
山
位
」
(
エ
キ
ス
ポ
と
や

ま
博
)
が
、
来
る

7
月
叩
日
、
開
会
い
た
し
ま
す
。

こ
の
「
エ
キ
ス
ポ
と
や
ま
博
」
の
テ

l
プ
カ
ッ
ト
や
開
会

式
典
に
は
、
秋
篠
宮
同
妃
両
殿
下
が
ご
臨
席
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
併
せ
、
両
殿
下
に
は
、

7
月

9
日
か
ら

H
日
ま
で
の

ご
日
程
で
、
博
覧
会
場
や
県
内
各
地
を
ご
視
察
に
な
る
予
定

で
す
。
両
殿
下
お
そ
ろ
い
で
の
ご
来
県
は
、
今
回
が
初
め
て

と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
来
る

7
月
別
日
か
ら
は
、
総
務
庁
や
県
な
ど
の
主

催
に
よ
り
圏
内
外
か
ら
約
三

O
O
名
の
青
年
が
参
加
す
る

「
国
際
青
年
の
村
位
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
紀
宮
様
に
は
、

7
月

M
日
か
ら
お
日
ま
で
の
ご
日
程
で
、
「
国
際
青
年
の
村
山
山
」

の
開
村
式
を
は
じ
め
主
要
な
行
事
に
ご
臨
席
の
ほ
か
、
県
内

各
地
を
ご
視
察
に
な
る
予
定
で
す
。
紀
宮
様
に
も
、
今
回
が

初
め
て
の
ご
来
県
で
あ
り
、
ま
た
今
春
、
学
習
院
大
学
ご
卒

業
後
の
地
方
へ
の
公
式
の
お
出
ま
し
と
し
て
は
、
富
山
県
が

初
め
て
と
な
り
ま
す
。

県
民
こ
ぞ
っ
て
明
る
く
和
や
か
な
雰
囲
気
で
お
迎
え
し
た

い
も
の
で
す
。
ご
視
察
先
や
ご
宿
泊
先
な
ど
混
雑
す
る
場
所

で
は
、
お
年
寄
り
ゃ
子
供
さ
ん
を
い
た
わ
り
、
整
然
と
お
出

迎
え
、
お
見
送
り
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

印
刷
仰
を
罷
田
容
何
回
臨
す
否
禽
・
閲
値

，
、
県
民
カ

レ
ッ
ジ

野
外
で
薬
草
を
勉
強
し
ま
し
ょ
う
。

富(県教山育文化会会館場) 
高岡会場 コ場dエb、
(高岡文化ホール)

7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 
月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

24 23 22 21 20 17 16 15 14 13 日

日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 情
(金) ヤ1':.) (水) (火) (月) (金) 休) (7.k) (火) (月)

篠原=東i 喜教授

ソ
ー高 耳;ホ』皮ム吉」

尾月霊東5 ナJドレ主空脅日 西中2 霊院国集

N 

佐々i 日室
増摩占プ

水 際文国

木黒義企社長T 

H 

田K 講

畑彦富喜
井動物公

井蚕野ル

悦支聖総 ド
光 長圏園 道館長景τ企z

キ，ノ

、./ 右μ-'--甫+ー

進妻授タ:l< 
J、子Eコ長

代 f車i 師

平 夫 子 男 門 千子 子 雄
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富
山
県
薬
用
植
物
指
導
セ
ン
タ
ー
で
は
、
皆
さ
ん
に
薬
草
に
親
し
ん
で
も
ら
う
た

め
、
富
山
医
科
薬
科
大
学
附
属
薬
用
植
物
園
長
、
吉
崎
正
雄
先
生
を
講
師
と
し
て
、

「野
外
で
薬
草
を
勉
強
す
る
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

-
時
間

同
時
1
旧
時
羽
介

・
定

員

七

O
O
名

-
資

料

代

五

O
O
円

・
申
込
先

県
民
カ
レ

ッ
ジ

-
日
時

7
月

μ
日
働

9
時
か
ら
は
山
時
ま
で

・
場

所

立

山

山

麓

瀬

戸
蔵
山
周
辺

-
集

合

場

所

立

山

山
麓
家
族
旅
行
村
管
理
事

務
所
前
(
上
新
川
郡
大
山
町
本
宮
)

参
加
は
無
料
で
す
。
た
だ
し
、
ゴ
ン
ド
ラ
リ

フ
卜
片
道
料
金

(
六
五

O
円
)
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
筆
記
用
具
、
昼
食
、
軍
手
、
雨
具
を
持

参
の
う
え
、
ハ
イ
キ
ン
グ
用
の
服
装
で
参
加
願

い
ま
す
。

-
問
合
せ
先

県
薬
用
植
物
指
導
セ
ン
タ
ー

宮

0
7
6
4
(
刀
)
0
8
0
1

「近代日本画の歩みl

(8
0
7
6
4

引

1
8
6
3
5
)

高
岡
文
化
ホ
ー
ル

(8
0
7
6
6
ー
お
1
4
1
4
1
)

高
岡
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

(8
0
7
6
6
1
m

1
4
5
6
)
 

770円

高校 ・大学生 560円

.問合せ

富山県立近代美術館

富
山
県
立
近
代
美
術
館
で
は
、
今
年
度
の
特
別
企

画
と
し
て
、
近
代
以
降
の
日
本
画
の
歩
み
に
焦
点
を

あ
て
た
展
覧
会
「
近
代
日
本
画
の
軌
跡
」

を、

7
月

4
日
出
か
ら

8
月
2
日
冊
ま
で
開
催
し
ま
す
。

こ
の
展
覧
会
で
は
、
横
山
大

観
、
菱
田
春

草
、
竹
内
栖
鳳
、

安
田
靭
彦
、

小
林
古
径
、

速
水
御
舟
な
ど
、

代
表
的
な
作
家

三
十
三
人

の
作

品
を
選
抜
し
、

一
堂
に
展
示
し
ま
す
。

330円

ft0764・21・7111

.観覧料

一 般

小 ・中学生



お
肉
の
表
示
ル

l
ルができました。

消
費
者
が
、
庖
頭
で
正
し
く
食
肉
を
選
べ
る
よ
う
に
、
ま
た
、
食
肉
販
売
業
者
閣
の
競

争
か
、
公
正
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
食
肉
販
売
庖
の
表
示
基
準
が
で
き
ま
し
た
。

規
約
の
概
要

-R表
示
の
対
象
と
な
る
食
肉

・
牛
・
豚
・
鶏
な
ど
の
生
肉

女
必
ず
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項

①
食
肉
の
種
類
、
部
位
、
用
途

②
輸
入
食
肉
の
場
合
は
そ
の
旨

③
量
目
、
販
売
価
格
(
原
則
と
し
て

川
グ

ラ
ム
単
位
)

④
冷
凍
肉
の
場
合
は
そ
の
旨

⑤
加
工
年
月
日
、
加
工
者
の
住
所
・
氏
名

(
事
前
包
装
の
場
合
)

⑥
合
い
び
き
肉
の
場
合
は
混
合
比
率
の
多

い
も
の
順
に
表
示

大
適
正
表
示
ス
テ
ッ
カ
ー

規
約
に
従
い
、
適
正
な
表
示
を
し
て
い
る

販
売
庖
に
は
、
「
適
正
表
示
ス
テ

ッ
カ
ー
」

が
掲
示
し
て
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

富
山
県
食
肉
公
正
取
引
協
議
会

富
山
市
音
羽
町

2
1
5

日

合

0
7
6
4

引

1
7
2
9

納税強調月間
「家庭の日J

作晶募集

ワンダーランドとやま パフォーラム

北陸新幹線高岡・金沢潤環境影響評価報告書

案説明会

知事のまちまわ り(八尾町、細入村)

エキスポ とやま博開幕50B前イベント

B 司直昭

Fヨ

あ
な
た
の
税
金
が

みなさまのより一層の
御協力をお願いします。

明
日
の
富
山
県
を

つ
く
り
ま
す
。

富
山
県
で
は
毎
月
第

3
日
曜
日
を
「
家
庭
の
日
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

「
家
庭
の
日
」
の
一
層
の
普
及
を
図
る
た
め
の
作
品
を
募
集
し
ま
す

0

・
作

文

対

象

小

学

生

及

び

中

学

生

四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙

5
枚
以
内

・
図

面

対

象

l
小
学
生

四
ツ
切
画
用
紙
を
使
用
の
こ
と

-
ポ

ス

タ

ー

対

象

|
小
学

4
・
5
・
6
年
生
及
び
中
学
生

四
ツ
切
画
用
紙
を
使
用
し
、
「
家
庭
の
日
」
の
文
字
を
入

れ
る
こ
と

-
提
出
先
各
小
・
中
学
校
・
特
殊
教
育
諸
学
校

・

締

切

九

月

上

旬

-
問
合
せ
先
県
庁
婦
人
青
少
年
課

合

0
7
6
4
・
引
・
4
1
1
1

内
線

3
1
5
6

i圃 l圃

氷見新漁港開港式

青年・婦人海外派遣団結団壮行式

5月19B

5月21日

5月22日

5月26日

富
山
県
で
は
、

警
察
官
と

婦
人
警
察
官
の

募
集
を
行
い
ま
す
。

婦 室主

人 察 言層式食

警察官
「国品『

名
B 

7 
月
31 戸~
日

イ寸

8 
期

月
問

20 
日

9 
月 言式

20 草食
日 日
(日)

r邑」ー一、

山
，2d3』Z 

中
吉日

場
校f百 1

一一

ず 又県県受
ず は 警 人験

宅地建物取引主任者liii?
資格試験・実施 1555F 

ず へ〔局い

ず 問 O 用と
ず い 7 課は

p z? 

12内

願書は、他富山県宅 地建物取引業協会に

おいてあります。

平成4年10月18日(日)

-場所

富山大学

・願書配布

平成4年 7月 6日-7月31日

平成四年度

午後 1時一午後3時

-日時

.受験申込み

平成4年 7月27日-7月31日(1)期間

(2)場所

日 曜 場 所 時 問

土 J R富山駅前 10:00 ~ 16:0。

2 日 滑川市「エーjレ」ショッピングセンター前 1 0 : 00 ~ 1 5 : 30 

4 火 砺波市役所前 9 : 30~ 15:30 

6 木 黒部市役所前 9 : 30~ 12:00 

8 土 富山市「アピタ」ショッヒ。ンクoセンター前 1 0 : 00 ~ 16 : 00 

9 日 黒部市「メルシー」ショッヒ。ンクーセンター前 1 O: OO~ 15:30 

15 土 富山市富山西武デ、パート 前 10 : 00 ~ 1 6 : 00 

16 日 富山市富山西武デパート 前 10 : 00 ~ 16 : 00 

17 月 下村役場前 1 0 : 00 ~ 15 : 30 

大門町総合会館前 9 :30 ~12 :00 
21 金

大島町役場前 13 : 00 ~ 15 : 30 

22 土 J R富山駅前 1O :00 ~ 16:0。
29 土 J R高岡駅前 1 0 : 00 ~ 1 5 : 30 

百貨街頭献血日程

消費者月間記念富山県大会5月28日

5月30日

6月1日

富山県口シア沿海地方経済交流団結団壮行式

飛越協議会設立総会

富山県赤十字血液センター竣工式

土砂災害防止月間推進の集い全国大会

エキスポとやま博開幕1か月前イベン ト

制富山県宅地建物取引業協会

.問合せ先

22 

制富山県宅地建物取引業協会

富山市元町2-3-11

ft (0764) 25-5 5 1 4 

。富山県赤十字血液セ ンターでは、毎土曜日の午後も開所 し

(祝祭日除く)、献血を受け付けています。

なお、血液センターでは5月25日から富山市飯野26-1に

移転新築し業務を行っ ています。 <T E L (0764) 51 -5555> 

23 

6月2B
6月4B

6月8日
6月9日

6月10日



表
紙

表

2
P P 

2 
P 
6 

P 
12 

撮
影
/
滝
川
邦
彦
(日
本
写
真
家
協
会
会
員
)

エ
ッ
セ
イ
/
植
村
元
覚

ひ
と
/
阿
部
肇
、
坂
田
昌
弘
両
選
手

(イ
ン
テ

ッ
ク
ボ
|
卜
部
)

ク
ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ

①
暴
力
追
放
県
民
大
会

②
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
と
や
ま
パ
フ
オ
|

つ
L. 

③
ア
メ
リ
カ
・

ジ
ャ
パ
ン

ウ
ィ
ー
ク

T
O
Y
A
M
A

D
A
Y
 

④

エ
キ
ス
ポ
開
幕

1
か
月
前
イ
ベ
ン

ト

エ
キ
ス
ポ
コ
ー
ナ
ー
⑦

P 

N 

U 
P 

T
O
Y
A
M
A
 

撮
影
/
松

田

勉

p
日

一
ト
ピ
ッ

ク
ス
/
と
や
ま
環
境
計
画

p
同

一
県
庁
探
訪
/
治
山
課

p
m
一
ふ
る
さ
と
み
て
あ
る
記
/
黒
部
市

p
m
一
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

-
い
よ
い
よ
エ
キ
ス
ポ
と
や
ま
博
が
今
月
叩
日

開
幕
し
ま
す
。
J

E
T
メ
イ
卜
の
皆
さ
ん
は
、

会
場
内
の
案
内
か
ら
清
掃
に
至
る
ま
で
い
ろ
ん

な
仕
事
を
こ
な
す
、
エ
キ
ス
ポ
と
や
ま
博
を
影

か
ら
支
え
る
力
強
い
運

営

ス
タ

ッ
フ
で
す
。
皆

さ
ん
も

ご
来
場
の
際
に

は
、
気
軽
に
声
を
掛
け

て
あ
げ
て
下
さ
い
。
笑

顔
が
か
え

っ
て
く
る
は

ず
で
す
。

飯事主主~~!l画調困層
富山県受通事m相談所東別館11瞳
宮 (0764)31-4111内4400

-・I~;院~・I1・:r :;ヨ・・

-四IUJ_j哩E・E・r~ ~.
高齢者や家族の心配ごと、
悩みごとに富山県高齢者

総合相談セ ンター
富山市舟橋南町5-14
社会福祉会館内

宮 (0764)41-4 1 10 
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題
な

じ

心

問
剤

応

市

庭

い
も

ω

家
せ

に

宮

- 長官制両副喧4・R・
消費生活センター

富山市安住町7-18
安住町第一生命ピル内

(一般相談は〉

告 (0764)32-9233
(金融相談は)

宮 (0764)33-3252
消費生活センター高岡支所

高岡市本丸町7-1
本丸会館内

宮 (0766)25-2777

「
鮮
」
の
旅
立
ち

-・・・・・且宅._;!II同園面E唖.--.F.__  _ 

高岡地方県民相談室

-・・・・E包.直姐E・圃臥盟・・・・・

富山市新総由輪1-7(県庁内)

宮 (0764)3卜4111(ft)
31-3131 (県民相談電話)

高岡市赤祖父21l(総合庁舎内)

fi(0766)21-9411附
魚津市新宿10-7(総合庁舎内)

宮 (0765)24-5311附
砺j皮市幸町ト7(総合庁舎内)

fi(0763)33-5151附

談‘室相民県

魚津地方県民相談室

砺波地方県民相談室

栽
培
漁
業
の
ホ
l
プ

七
月
に
は
、
こ
こ
数
年
来

〈
ヒ
ラ
メ
の
放
流
〉
が
定

例
的
な
事
業
に
な

っ
て
い
る
。

朝
日

・
黒
部
・
魚
津

・
滑
川

・
富
山
そ
れ
に
新
湊

・

氷
見
の
各
沖
で
放
流
さ
れ
て
お
り
、
今
年
も
近
く
放
流

さ
れ
る
筈
で
あ
る
。
放
流
さ
れ
る
稚
魚
は
五
月
に
生
ま

れ
た
も
の
で、

い
ま
二
セ
ン
チ
位
だ
が
元
気
に
、
晴
れ

の
旅
立
ち
を
待
っ

て
い
る
。

卵
か
ら
ふ
化
二

ヶ
月
の
飼
育
で
体
長
約
三
セ
ン
チ
ま

で
に
す
る

コ
ス
卜
は
、

一
匹
当
り
約
五
円
は
か
か
る
。

三
ヶ
月
で
八
セ
ン
チ
の
稚
魚
に
す
る

コ
ス
ト
は
、
六
倍

の
三
十
円
位
、
で
も
こ
の
方
が
、
放
流
後
の
成
長
や
定

着
な
ど
の
〈
放
流
効
果
〉
は
十
倍
に
も
な
る
と
い
う

0

1
1助
か
ら
か
え
っ
て
百
日
の
ヒ
ラ
メ
を
百
万
尾
放
流

l
l
し
て
、

安
定
供
給
し
た
い
と
目
下
増
殖
中
。

稚
魚
か
ら
捕
穫
ま
で
人
聞
が
管
理
す
る
の
が
「
養
殖
」

で
、
こ
れ
だ
と
飼
っ
た
魚
を
ま
る
ま
る
捕
れ
る
。
し
か

し
、
施
設
が
必
要
で
、
餌
代
も
か
さ
み
、
病
気
の
心
配
、

連
作
障
害
や
人
手
も
か
か
る
と
い
う
問
題
も
あ
る
。
「増

殖
」
だ
と
、
海
で
自
由
に
泳
ぎ
好
き
な
餌
を
食
べ
て
成

長
す
る
。
し
か
し
捕
れ
る
の
は
一

O
%ほ
ど
で
、
そ
れ

も
放
流
地
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
に
な
る
。
し
か
も
放
流

し
て
日
の
経
た
な
い
小
さ
い
魚
が
魚
屋
さ
ん
に
並
ん
で

し
ま
う
な
ど
の
問
題
が
あ
る
。

『
富
山
湾
は
み
な
な
か
ま
・
日
本
海
は
ひ
と
つ
』
と

考
え
な
け
れ
ば
、
増
殖
も
な
り
た
た
な
い
。

栽
培
漁
業
と
し
て
の
増
殖
の
目
玉
は
、
ク
ル
マ
エ
ビ
・

ヒ
ラ
メ
・
マ
ダ
イ
が
、

ベ
ス
卜

・
ス
リ
ー
。

〈〉
な
ぜ
ヒ
ラ
メ
か
?

①

定
着
性
、か
強
い

l
移
動
範
囲
の
広
く
な
い
魚

物価に関する苦情や相談があればお気軽にお電話ください。

宮 (0120)16-7400(県庁県民生活課内)

県わらωの木‘ヴソ'11ト、ニ三一λ見て、聞いて、ご意見をお寄せくださいo
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「志の輔の芯ふ1るさと卜ト一ク」 | 「ふれあいホットラインJ 朝日、毎日
・富山テレビ 毎週日曜日 AM9:DD-9:30 l!3m::R#+1-h¥':::"+'"， k j- r j1;H~h 
r1l2万人のひろば クイズ/フォー力ス・インJ I 県内各地からホッ トな話題をク | 毎月第2、最終土曜日

北日本放送 毎週日曜日AM1110~11:30 1 リアなサウンドでおとどけしま r県からのお知らせ」

「こんにちは富山県です」 | す。

7/5開幕間近エキスポとやま博 | 毎週月~金曜日

7/12新とやま女性プランスタート
7/19工キスポとやま博開幕

7/26こどもみらい館オーブン
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女
ひ
と
の
取
材
で
お
会
い
し
た
、
今
度

の
バ
ル
セ

ロ
ナ
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
出
場

が
決
ま
っ
た
イ

ン
テ
ッ
ク
ボ

l
ト
部
の

阿
部
、
坂
田
両
選
手
。
お
二
人
と
も
身

長
が
百
九
十
セ
ン
チ
は
あ
ろ
う
か
と
い

う
が
っ
し
り
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
。

背
の
高
い

人
を
見
た
だ
け
で
緊
張
し
て

し
ま
う
か
身
長
コ
ン
プ
レ

ッ
ク
ス
。
の

小
生
は
、
ジ
ャ
ン
プ
し
な
が
ら
の
取
材

を
敢
行
し
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。

(
T
)

・
原
稿
を
か
く
た
め
に
は
、
取
材
中
の

メ
モ
書
き
が
大
変
重
要
だ
。
取
材
先
で

は
夢
中
で
書
く
の
で
気
付
か
な
い
が
、

あ
と
で
見
る
と
さ

っ
ぱ
り
読
め
な
い
。

い
つ
も
字
の
汚
さ
を
嘆
き
な
が
ら
原
稿

を
書
く
こ
と
に
な
る
。
今
度
こ
そ
は
き

れ
い

に
メ

モ
し
て
こ
よ
う
と
心
に
誓
つ

て
は
い
る
の
だ
が
:
:
:

(
A
)

争
観
光
地
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
自
然
の
息
吹

き
が
伝
わ
り
ホ
ッ
と
で
き
る
空
間
に
出

会
う
と
、
と
て
も
賛
沢
な
気
分
に
な
り

ま
す
。
今
回
取
材
で
訪
れ
た
立
山
町

の

林
道
沿
線
も
そ
ん
な
場
所
の
ひ
と
つ
で

し
た
。
休
日
に
は
岩
瀬
の
浜
で
日
向
ぼ

っ
こ
す
る
の
が
習
慣
で
し
た
が
、
夏
本

番
を
控
え
、
森
林
浴

コ
l
スか
引
越
し。

へ
の

チ

ェ
ッ
ク
に
も
余
念
が
な
い
今
日

こ
の
頃
で
す
。

(
M
)

24 

で
あ
る
。
、富
山
湾
内
で
は
、
放
流
さ
れ
た
椎
魚
は

西
の
方

へ
と
遊
泳
す
る
傾
向
が
あ
る
。

だ
ん
主

②

魚
価
が
高
い

1
ヒ
ラ
メ
は

かE
那
は
ん
魚
。

と
い
わ
れ
る
高
級
魚
。
わ
け
て
も
富
山
は
刺
身
の

消
費
量
が
、
全
国
一
の
県
で
あ
る
。

③

成
長
が
早
い

l
八
セ
ン
チ
の
放
流
稚
魚
が
ニ

年
で
三
十
五
セ
ン
チ
、
三
年
た
つ
と
四
十
五
セ
ン

チ
・
一
キ
ロ
以
上
に
な
る
。

r

〈〉

ヒ
ラ
メ
の
ニ
ュ
ー
ス
/

/

①

バ
イ
テ
ク

・
ヒ
ラ
メ

1
オ
ス
の

三
倍
近
く
も

成
長
の
早
い
メ
ス
だ
け
を
、
味
が
よ
く
、
病
気
に

強
い
魚
に
成
長
さ
せ
る
技
術
が
、
実
験
段
階
か
ら

実
用
化
へ
。

②

稚
魚
に

B
G
M
を

1
数
回
の
実
験
の
結
果、

ロ
ッ
ク
を
聞
か
せ
る
と
ス
ト
レ
ス
が
解
消
し
食
欲

増
進
し
て
、
成
長
が
促
進
し
た
と
い
う
。

③

ヒ
ラ
メ
・
海
路
中
国
へ

l
昨
年
七
月
、

稚
魚

三
万
匹
、か
神
戸
港
か
ら
中
国
・
天
津
へ

。
そ
こ
で

養
殖
さ
れ
て
大
き
く
な
り
日
本
へ
逆
輸
入
。

〈〉

ヒ
ラ
メ
の
名
前
・
漢
字
は
?

ヒ
ラ
メ
は
「
肝
」
。
ひ
ら
た
い
魚
だ
か
ら

「平
自
」

と

ひ

句

的

も
書
く
。
目
が
両
方
と
も
左
側
に
あ
る
か
ら
「
左
片
目
・

ひ

句

み

左
片
身
」
と
も
書
く
。

同
じ
片
身
魚
(
か
た
わ
れ
う
お
)
の
カ
レ
イ
は
「
鯨
」
。

-っ
す

某
は
葉
で
、
薄
い
の
意
。

左
ヒ
ラ
メ
に
右
カ
レ
イ

ヒ
ラ
メ
も
カ
レ
イ
も
生
ま
れ
た
と
き
は
、
普
通
の
魚

の
よ
う
に
目
は
左
右
両
側
に
あ
る
。
そ
れ
が
右
眼
が
左

側
に
移
動
し
た
の
が
ヒ
ラ
メ
、
カ
レ
イ
は
こ
の
逆
/

津田武美絵・文




